
 

 

浦川原区における「地域活性化の方向性」 
 

≪浦川原区の地域活性化に向けて≫ 

 

 

 

 

  ○構成要素 

・ほくほく線のうらがわら・虫川大杉の両駅舎を利活用したイベント等の実施を通じ、

同線に対するマイレール意識の醸成と向上を図るとともに、ほくほく線の活性化を目

指す。 

・住みよいまちづくりを目指し、高齢者等の交通弱者を出さないきめ細かな公共交通を

確保することで利便性を向上させるとともに、移住や商店及び飲食店の新規開店の促

進を図り、人口減少に歯止めをかける。 

・「田んぼダム」の導入や中山間地域の農地保全により、荒廃地の増加を抑制し、災害

対策と野生鳥獣による被害の縮小を図り、地域の山菜や特産品・農産物加工品等を活

用した新規事業及び販売網の機会を創出し、地域経済の活性化につなげる。 

・「虫川の大スギ」や「山本ぶどう園」、「月影の郷」などの観光資源と地域の文化・

芸能を更に広くアピールすることで、交流（関係）人口の増加につなげる。 

 

北越急行（ほくほく線）と国道２５３号・上越魚沼地域振興快速道路等交通

の利便性をいかし、観光・文化活動をアピールし、移住を促進するとともに、

農地保全を進め、自然環境に恵まれた地域とする。 


